
グループ内事業者による一貫工事体制の確立と受注活動の実
施により、地域産業の早期復旧に寄与 

組織力を活かし、地域ニーズを取り入れ地域特性に合った災害
公営住宅の検討と関係各所への提言 

グループ事業者による共同開催によって技術力・業務知識・安
全性等を向上し、経営力を向上 

組織化によるスケールメリットを活かした、共通資材等の仕入コ
スト低減による工事受注額安定化 

グループ所有の重機等設備の未使用時融通による工事コスト低
減と効率化 
 

気仙沼地域産業･住環境基盤整備グループ 

グループ復興事業(共同事業) 概要 
①共同仕入（設備共同利用） 

②人材教育 

③産業施設施工（復興住宅提言） 
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グループ事業者によって共同で求人（説明会等）を行い、必要な
人材確保を図るとともに、地域の雇用創出を図る。 
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グループ復興事業(共同事業) 実施体制 

代表役員  ㈱髙橋工業    
 

副代表役員 ㈲石川電気商会 
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産業施設受注施工 
（復興住宅整備検討） 
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